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組

合

主

催

の

「

ラ

ベ

ル

関

連
ミ
ニ
機
材
展
」
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
に
よ
っ
て
三
度
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
ラ
ベ
ル
組
合
、
正

札
シ
ー
ル
組
合
、
神
奈
川
の
三

協
組
が
一
緒
に
な
っ
て
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
展
示
会
に
切
り
替

え
ら
れ
ま
し
た
。 

第

一

弾

と

し

て

は

三

月

二

十
四
日
に
正
札
シ
ー
ル
組
合
主

催
で
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
。

オ
ン
ラ
イ
ン
」
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
第
二
弾
と
し
て

当
組
合
主
催
で
四
月
十
三
日
に

「
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ニ
機
材
展
」

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

  

    

          

午

後

五

時

に

北

島

理

事

長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
オ
ン
ラ
イ

ン
機
材
展
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
回
参
加
し
た
の
は
、
三

條
機
械
製
作
所
、
マ
ル
ウ
接
着
、

サ
ン
ワ
コ
ー
ケ
ン
、
塚
谷
刃
物

製
作
所
、
ピ
ー
エ
ス
工
業
の
五

社
で
し
た
。 

初

め

に

三

條

機

械

製

作

所

が
新
型
凸
版
間
欠
機
「
Ｊ
Ｎ
Ａ

Ｓ
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。
同
機

は
新
機
能
、
自
動
見
当
・
監
視

シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
最
新
鋭

の
ラ
ベ
ル
印
刷
機
。 

マ

ル

ウ

接

着

は

環

境

配

慮

型
フ
イ
ル
ム
製
品
「
ユ
ポ
８
０

Ｇ
Ｐ
溶
強
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｓ
」
を
紹
介
、 

ユ
ポ
８
０
Ｇ
Ｂ
は
バ
イ
オ
マ
ス

樹
脂
配
合
の
合
成
紙
で
、
従
来

の
化
石
燃
料
由
来
樹
脂
の
一
部 

 

 

を
植
物
由
来
の
バ
イ
オ
マ
ス
樹

脂
に
代
替
す
る
こ
と
で
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
を
削
減
し
て
い
る
。 

サ

ン

ワ

コ

ー

ケ

ン

は

、

高

速
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
ッ
タ
ー 

『D
V

-
3

2
0

I
I
I

』

を

紹

介

、

カ
ッ
ト
位
置
、
紙
の
エ
ッ
ジ
、

紙
の
停
止
位
置
を
各
セ
ン
サ
ー

が
検
知
し
、
安
定
的
で
精
度
の

高
い
カ
ッ
ト
が
で
き
る
ロ
ー
ル 

t
o

ロ
ー
ル
方
式
の
高
速
デ
ジ

タ
ル
プ
ロ
ッ
タ
ー
で
す
。 

塚

谷

刃

物

製

作

所

は

、

同

社
の
主
力
商
品
で
あ
る
ピ
ナ
ク

ル
ダ
イ
の
紹
介
と
①
糊
対
策
②

材
料
に
よ
る
羽
角
の
選
定
③
耐

久
性
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

最

後

に

ピ

ー

エ

ス

工

業

が

、 

静
電
気
対
策
に
つ
い
て
説
明
し 

静
電
気
と
は
何
な
の
か
、
ど
ん 

 

 

な
障
害
が
あ
る
の
か
な
ど
に
つ

い
て
詳
し
く
説
明
し
、
湿
度
と

気
温
が
静
電
気
に
大
き
く
影
響

す
る
こ
と
な
ど
も
紹
介
さ
れ
、

同
社
の
静
電
気
除
去
用
の
加
湿

器
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。 

各

社

十

五

分

と

い

う

限

ら

れ
た
時
間
の
中
で
、
要
点
の
説

明
に
工
夫
し
た
跡
が
見
ら
れ
、

前
回
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

が
、
時
間
が
長
す
ぎ
た
と
い
う 

反
省
を
踏
ま
え
て
、
今
回
は
一

時
間
半
で
終
了
し
、
参
加
者
に

は
お
お
む
ね
好
評
で
し
た
。 

北

島

理

事

長

は

「

次

回

は

早
け
れ
ば
来
月
に
で
も
開
催
す

る
予
定
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

ど
う
す
れ
ば
組
合
事
業
が
で
き

る
の

か

を

模

索

し

て

い

き
た

い
」
と
結
び
ま
し
た
。 
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東

京

都

中

小

企

業

団

体

中

央
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
「
中
小

企
業
組
合
青
年
部
及
び
女
性
部

実
態
調
査
報
告
書
」
を
発
表
し

ま
し
た
。
同
調
査
は
一
〇
年
ぶ

り
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
青

年
部
と
女
性
部
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
し
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
青
年
部
の
み
の
調
査

結
果(

概
要)

に
つ
い
て
解
説

し
、
前
回
に
続
き
後
半
を
掲
載

し
ま
す
。 

 

⒔
．
青
年
部
の
年
間
の
予
算
額

(

直
近)

に
つ
い
て  

青

年

部

を

設

置

し

て

い

る

組
合
で
回
答
の
あ
っ
た 

1
4

9
 

組
合
の
青
年
部
の
年
間
の
予
算

額
に 

つ
い
て
は
、
「1

0

～5
0

 

万

円

未

満

」

が

 
4

4
 

組

合

(
2

9
.5

％)

で

最

も

多

く

、

次

い

で

、
「5

0

～1
0

0
 

万

円

未

満
」
が 

3
4

 

組
合(

2
2

.8

％)

、

「2
0

0
 

万

円

以

上

」

が 
2

1
 

組

合(1
4

.1

％)

等

と

な

っ

た

。  

青
年
部
の
年
間
の
予
算
額
に
つ

い
て
は
、1

0
0

 

万
円
未
満
の

組
合
が
約
６
割
を
占
め
て
い
る
。 

⒕
．
組
合
か
ら
青
年
部
へ
の
年

間
支
援
額(

直
近)

に
つ
い
て  

青

年

部

を

設

置

し

て

い

る

組
合
で
回
答
の
あ
っ
た 

1
5

4
 

組
合
の
組
合
か
ら
青
年
部
へ
の

年

間 

支

援
額

に

つ

い

て

は
、

「1
0

～5
0

 

万

円

未

満

」

が 

5
9

 

組
合(
3

8
.3

％)

で
最
も
多

く
、
次
い
で
、 

「
支
援
額
な

し
」
が 

2
9

 

組
合(

1
8

.8

％)

、 

「1
0

 

万
円
未
満
」
が 

2
7

 

組

合(1
7

.5

％)

等

と

な

っ
た

。 

⒖
青
年
部
１
会
員
あ
た
り
の
年

間
の
会
費
額(

直
近)

に
つ
い

て  

青

年

部

を

設

置

し

て

い

る

組
合
で
回
答
の
あ
っ
た 

1
5

3
 

組
合
の
青
年
部
１
会
員
あ
た
り

の
年 

間
の
会
費
額
に
つ
い
て

は
、
「
徴
収
な
し
」
が 

6
1

 

組

合(3
9

.9

％)

で

最

も

多

く

、

次

い
で

、
「
１ 

～

２

万

円
未

満
」
が 

3
3

 

組
合(

2
1

.6

％)

、

「
１
万
円
未
満
」
が 2

0
 

組
合

(
1

3
.1

％)

等
と
な
っ
た
。 

⒗
．
青
年
部
の
会
議(

総
会
、

理
事
会
、
委
員
会
等)

の
年

間
開
催
回
数(

直
近)

に
つ
い

て  
 

 

青

年

部

を

設

置

し

て

い

る

組
合
で
回
答
の
あ
っ
た 

1
5

2
 

組
合
の
青
年
部
の
会
議(

総
会
、

理
事 

会
、
委
員
会
等)

の
年
間

開
催
回
数
に
つ
い
て
は
、
「
１

～
５
回
未
満
」
が 

7
3

 

組
合

(
4

8
.0

％)

で 

最
も
多
く
、
次

い
で
、
「
５
～1

0
 

回
未
満
」

が 
3

3
 

組
合(

2
1

.7

％)

、
「1

0

～2
0

 

回
未
満
」
が 

2
6

 

組
合

(
1

7
.1

％)

等

と

な

っ

た

。

新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
も
考
え
ら
れ
、
会
議
の

開

催

は

「

１

～

５

回

未

満

」 

と
「
開
催
な
し
」
で
約
６
割
を

占
め
て
い
る
。 

⒘
．
青
年
部
が
実
施
し
て
い
る

事
業
に
つ
い
て  

青

年

部

を

設

置

し

て

い

る

組
合
で
回
答
の
あ
っ
た 

1
5

2
 

組
合
の
青
年
部
が
実
施
し
て
い

る
事 

業
に
つ
い
て
は
、
複
数

回

答

で

、
「

勉

強

会

・

講

習

会
・
見
学
会
」
が 

1
2

3
 

組
合

(
8

0
.9

％)

で
最 

も
多
く
、
次

い
で
、
「
親
睦
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ

ョ

ン

」

が

 
1

1
7

 

組

合

(
7

7
.0

％)

、
「
組
合
と
の
事 

業

連

携

」

が

 
9

8
 

組

合

(
6

4
.5

％)

等
と
な
っ
た
。
「
平

成
２
３
年
度
調
査
」
の
上
位
３

回
答
は
「
勉
強
会
・
講
習
会
・

見
学
会
」
、
「
親
睦
・
レ 

ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
」
、
「
組
合
と
の
事

業
連
携
」
の
順
で
あ
り
、
今
回

調
査
で
も
全
く
同
じ
順
位 

と

な
っ
た
。
ま
た
、
今
回
新
規
で

設
け
た
項
目
で
あ
る
「S

N
S

 

等
に
よ
る
情
報
提
供
」
に
つ
い

て 

は
、
約
２
割
の
青
年
部
が

実
施
し
て
い
る
と
回
答
が
あ
っ

た ⒙
．
青
年
部
活
動
で
直
面
し
て

い
る
課
題
に
つ
い
て  

青

年

部

を

設

置

し

て

い

る

組
合
で
回
答
の
あ
っ
た 

1
5

0
 

組
合
の
青
年
部
活
動
で
直
面
し

て
い
る
課
題
に
つ
い
て
は
、
複

数

回

答

で

、
「

会

員

の

高

齢

化
」
が 

8
4

 

組

合(5
6

.0

％)

で
最
も
多
く
、
次
い
で
、
「
会

員
数
の
減
少
」
が 

7
9

 

組
合

(
5

2
.7

％)

、
「
活
動
や
会
合
等

へ
の
参
加
率
が
低
い
」 

が 3
3

 

組
合(2

2
.0

％)

等
と
な
っ
た
。

「
平
成
２
３
年
度
調
査
」
と
比

較
す
る
と
「
会
員
の
高
齢
化
」

に
つ
い
て
は 9

.4
 

ポ
イ
ン
ト 

                                 

東京都中央会が青年部の実態調査  

会員の高齢化と会員数の減少課題 

成果としては組合の活性化に貢献 

青年部は組合運営に重要な役割担う 



増
加
し
て
お
り
、
会
員
の
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
ま
た
、
「
会
員
数
の
減

少
」 
に
つ
い
て
は 

0
.7

 

ポ
イ

ン
ト
と
減
少
は
し
て
い
る
が
、

依
然
と
し
て
約
５
割
の
青
年
部

が
課
題
と 

し
て
捉
え
て
い
る
。

「
そ
の
他
」
と
し
て
、
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

る

活

動

の

減 

少

」

や

「

休

止
」
と
い
っ
た
課
題
が
挙
げ
ら

れ
た
。 

⒚
．
青
年
部
の
事
業
活
動
に
よ

る
成
果
に
つ
い
て  

青

年

部

を

設

置

し

て

い

る

組
合
で
回
答
の
あ
っ
た 

1
5

2
 

組
合
の
青
年
部
の
事
業
活
動
に

よ
る 

成
果
に
つ
い
て
は
、
複

数
回
答
で
、
「
組
合
の
活
性
化

に

貢

献

」

が

 
1

0
5

 

組

合

(
6

9
.1

％)

で
最
も 

多
く
、
次

い

で

、
「

人

脈

・

仲

間

づ

く

り
」
が 

1
0

4
 

組
合(6

8
.4

％)

、

「
組
合
活
動
へ
の
理
解
の 

向

上
」
が 

9
3

 

組

合(6
1

.2

％)

等
と
な
っ
た
。 

「

平

成

２

３

年

度

調

査

」

の
上
位
３
回
答
は
「
組
合
の
活

性
化
に
貢
献
」
、
「
人
脈
・
仲
間

づ 

く
り
」
、
「
組
合
活
動
へ
の

理
解
の
向
上
」
の
順
で
あ
り
、

今
回
調
査
で
も
全
く
同
じ
順
位

と
な 

っ
た
が
、
「
組
合
の
活
性

化
に
貢
献
」
は 

8
.8

 

ポ
イ
ン

ト
、
「
人
脈
・
仲
間
づ
く
り
」

は 
8

.6
 

ポ 

イ
ン
ト
、
「
組
合

活

動

へ

の

理

解

の

向

上

」

は 

3
.2

 

ポ
イ
ン
ト
と
、
そ
れ
ぞ
れ

増
加
し
た
。 

 

ザ
イ
コ
ン
ジ
ャ
パ
ン
㈱ 

が
協
賛
会
に
加
入 

 

 

社
名
・
ザ
イ
コ
ン
ジ
ャ
パ
ン

株
式
会
社 

 

住
所
・
東
京
都
文
京
区
湯
島

三−

一−
三 

Ｍ

Ｓ

ビ

ル

一

Ｆ 

☎
五
八
〇
七-
〇
二
一
〇 

 

代
表
者
・
星
名 

勧 

                 

          

日
本
ウ
エ
ス
ト(

長
田
和

志
社
長)

グ
ル
ー
プ
の
川
越

テ

ッ

ク

株

式

会

社

で

は

か

ね

て

よ

り

、

埼

玉

県

川

越

市

芳

野

台

に

第

二

工

場

の

建

設

を

行

っ

て

い

ま

し

た

が

三

月

十

九

日

に

竣

工

の

運

び

と

な

り

ま

し

た

。 

 

二

〇

五

〇

年

カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

に

向

け

Ｒ 
 

 

Ｐ

Ｆ

需

要

の

増

加

を

受

け

た

生

産

拡

大

、

先

進

的

な

リ

サ

イ

ク

ル

の

取

り

組

み 

実

施

、

ま

た

水

災

被

害

の

経

験

か

ら

Ｂ

Ｃ

Ｐ

を

見

直

し

、

よ

り

安

定

し

た

サ

ー

ビ

ス

提

供

へ

向

け

て

第

二

工

場

建

設

計

画

が

ス

タ

ー 

し
ま
し
た
。 

同

社

で

は

「

最

新

鋭

の

設

備

導

入

に

よ

る

、

高

度

な

リ

サ

イ

ク

ル

を

進

め

廃

棄

物

の

再

資

源

化

に

よ

る

環

境

負

荷

低

減

を

実

現

し 

て

ま

い

り

ま

す

。

新

工

場

竣

工

を

機

に

、

社

員

一

同

気

持

ち

を

新

た

に

精

励

す

る

所

存

で

ご

ざ

い

ま

す

。 

第

一

工

場

、

第

二

工

場

双

方

の

工

場

で

バ

ッ

ク

ア

ッ

プ

で

き

る

体

制

を

作

り

、

今

後

も

循

環

型

社

会

形

成

に

向

け

た

役

割

を

継

続

し 

て
ま
い
り
ま
す
。
」
と
語
っ

て
い
る
。 

 
 

川
越
第
二
工
場
の
住
所
は

次
の
通
り
。 

住

所

・

埼

玉

県

川

越

市

芳

野
台
一
の
一
〇
三
の
四
四 

電
話
・
〇
四
九-

二
九
九-

六

八
五
〇 

 

 

 

 

   

                     

        

日本ウエスト  

川越第二工場が竣工 

カーボンニュートラルに 

よる需要の増加を受け 

第５６回通常総会上野東天紅  

総会への出席は組合員の  

義務ではなく権利です !  

５月２０日(金)午後５：００ 

 



     

序

章

・

人

体

の

九

〇

％

は

微
生
物
で
で
き
て
い
る 

ヒ

ト

の

遺

伝

子

は

線

虫

と

ほ
ぼ
同
じ
二
万
一
〇
〇
〇
個
、

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
サ
イ
ズ
は
植
物

の
イ
ネ
の
半
分
し
か
な
く
、
三

万
一
〇
〇
〇
個
の
遺
伝
子
を
有

す
る
ミ
ジ
ン
コ
に
も
は
る
か
に

及
ば
な
い
。
人
体
は
共
存
共
栄

し
な
が
ら
体
を
維
持
し
て
い
る

生
物
種
の
「
集
合
体
」
で
あ
る
。

人
体
に
棲
む
こ
れ
ら
の
微
生
物

を
合
わ
せ
る
と
遺
伝
子
の
総
数

は
四
四
〇
万
個
に
な
る
。 

こ

れ

が

マ

イ

ク

ロ

バ

イ

オ

―
タ
の
ゲ
ノ
ム
集
合
体
、
つ
ま

り
マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ
ー
ム
で
あ

る
。
微
生
物
の
四
四
〇
万
個
の

遺
伝
子
は
二
万
一
〇
〇
〇
の
ヒ

ト
遺
伝
子
と
協
力
し
な
が
ら
体

を
動
か
し
て
い
る
。 

遺

伝

子

の

感

図

で

比

べ

れ

ば
ヒ
ト
の
部
分
は
〇
・
五
％
で

し
か
な
い
。
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
は
二

〇
〇
六
年
初
回
走
行
が
出
来
た

と 

ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
大
統

領
は
「
私
た
ち
は
神
が
生
命
を 

創
出
す
る
の
に
使
っ
た
言
語
を 

     

学
ん
で
い
ま
す
。
神
か
ら
与
え

ら
れ
た
最
も
神
聖
な
贈
り
物
の

複
雑
さ
と
美
し
さ
と
驚
き
に-

-

-
-

こ
の
素
晴
ら
し
い
知
見
を
手

に
人
類
は
い
ま
ま
さ
に
病
気
に

打
ち
勝
つ
新
し
い
力
を
手
に
入

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。 

ゲ

ノ

ム

科

学

は

私

た

ち

の

健
康
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
次

世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
健
康
の

向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
く
れ

る
で
し
ょ
う-

-
-

」
し
か
し
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
全
配
列
が
わ
か
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
知
識
が

す
ぐ
に
医
療
に
役
立
つ
こ
と
は

な
く
、
世
界
中
の
化
学
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
が
失
望
を
口
に
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。 

Ｄ

Ｎ

Ａ

解

析

技

術

か

ら

も

う
一
つ
の
ゲ
ノ
ム
解
析 

人
体

に
棲
む
微
生
物
の
ゲ
ノ
ム
の
総

体
、
マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ
ー
ム
を

調
べ
て
一
人
の
人
間
を
よ
り
包

括
的
に
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
。 

人

体

と

い

う

惑

星

は

絶

え

ず
変
化
し
て
い
る
。
潮
の
満
ち

引
き
の
よ
う
な
周
期
的
な
ホ
ル

モ
ン
の
変
動
が
あ
り
、
都
市
を

重
ね
る
ご
と
に
景
色
を
変
え
る

こ
の
惑
星
は
、
微
生
物
に
と
っ

て
エ
デ
ン
の
園
だ
。 

ど

ん

な

動

物

も

多

か

れ

少

な
か
れ
、
共
生
微
生
物
に
自
身

の
生
存
を
頼
っ
て
い
る
。
生
き

る
た
め
の
戦
略
は
各
種
各
様
で
、

微
生
物
と
の
提
携
戦
略
は
十
二

億
年
前
に
多
細
胞
が
誕
生
し
た

と
き
か
ら
進
化
ゲ
ー
ム
の
推
進

力
と
な
っ
て
き
た
。 

宿

主

動

物

の

細

胞

数

が

多

け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
微

生
物
が
共
生
で
き
る
。
ヒ
ト
の

胃
は
食
べ
物
を
混
ぜ
合
わ
せ
、

消
化
酵
素
を
出
し
有
害
な
も
の

を
殺
す
た
め
遺
産
を
出
す
。
小

腸
は
多
く
の
酵
素
で
食
べ
物
を

分
解
し
、
小
腸
壁
か
ら
食
物
分

子
を
血
液
中
に
吸
収
す
る
。 

そ

し

て

大

腸

の

入

り

口

に

盲
腸
が
あ
る
。
盲
腸
は
消
化
管

の
微
生
物
共
同
体
の
心
臓
部
で

あ
る
。
虫
垂
は
痛
み
や
炎
症
を

起
こ
す
器
官
と
し
て
役
に
立
た

な
い
と
、
し
か
し
、
虫
垂
の
中

で
微
生
物
は
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム

を
形
成
し
て
い
る
。
バ
イ
オ
フ

ィ
ル
ム
と
は
互
い
に
支
え
合
い

有
害
な
細
菌
を
侵
入
さ
せ
な
い

よ
う
に
守
る
屑
で
、
免
疫
系
に

必
須
な
部
位
で
あ
る
。 

少

な

く

と

も

成

人

に

な

る

ま
で
虫
垂
は
保
有
し
て
い
た
方

が
い
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

再
発
性
の
消
化
管
感
染
症
や
免

疫
機
能
障
害
、
血
液
の
癌
、
一

部
の
自
己
免
疫
疾
患
、
さ
ら
に

心
臓
発
作
ま
で
予
防
し
て
い
る

と
い
う
。
虫
垂
が
微
生
物
の
隠

れ
家
で
あ
る
こ
と
が
何
ら
か
の

形
で
役
立
っ
て
い
る
。
虫
垂
は

無
駄
な
器
官
で
は
な
く
、
体
に

と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
だ
と
い
う
事
実
。
微
生
物
は

ヒ
ト
の
腸
の
た
め
に
尽
く
し
、

ヒ
ト
の
腸
は
微
生
物
の
た
め
に

尽
く
す
と
い
う
互
い
に
進
化
し

て
き
た
。 

マ

ウ

ス

の

腸

壁

の

細

胞

が

微
生
物
の
発
す
る
命
令
に
従
っ

て
エ
サ
と
な
る
分
子
を
放
出
し
、

微
生
物
が
群
落
を
つ
く
る
手
伝

い
し
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
た

マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ
ー
タ
の
存
在

は
町
内
の
化
学
環
境
を
変
え
る

だ
け
手
な
く
、
腸
の
形
態
ま
で

変
え
る
。
微
生
物
が
い
る
腸
壁

で
は
指
状
突
起
が
長
く
伸
び
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
の
に
必
要
な

表
面
積
を
増
や
し
て
い
る
。
微

生
物
が
い
な
い
腸
壁
は
表
面
積

が
小
さ
い
た
め
、
同
じ
エ
ネ
ル

ギ

ー

を

得

る

の

に
食

物

を

三

〇
％
多
く
摂
取
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

                    

           

  

 

寄
稿
「
生
命
の
種
」
第
二
弾 

(

３) 

 
 

「
微
生
物
の
生
態
系
が
崩
れ
は
じ
め
た
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

有)

Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｖ 

篠
田 

ち
ゑ 

 



■
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
は 

よ

く

バ

ラ

ン

ス

の

良

い

食

事
を
言
わ
れ
ま
ず
か
、
こ
れ
は

ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

栄
養
素
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

食
事
を
、
腹
八
分
目
を
心
が
け

一
日
三
食
取
り
入
れ
る
こ
と
で

す
。
一
日
三
食
食
べ
る
こ
と
は

活
動
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

栄
養
素
を
補
う
だ
け
で
な
く
、 

               生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
点
で
も

重
要
で
す
。
健
康
維
持
の
た
め

に
は
食
事
か
ら
の
摂
取
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
一
日
の
活
動
で
使
わ
れ

る
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
バ
ラ
ン

ス
に
な
り
ま
す
。 

 

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
少
な
く
、

摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
多
け
れ
ば
、

余
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
体
脂
肪

と
な
り
体
に
蓄
積
さ
れ
肥
満
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

少
な
く
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

多
い
場
合
に
は
体
重
は
減
っ
て

い
き
ま
す
。
健
康
的
な
体
重
減

少
で
あ
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん

が
、
食
欲
の
低
下
や
偏
っ
た
食

事
に
よ
り
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

減
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、

栄
養
素
も
十
分
に
補
え
て
い
な

い
の
で
、
健
康
を
維
持
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
た
め
低
栄
養
状
態
に
陥
り
、

寝
た
き
り
や
要
介
護
の
リ
ス
ク

が
高
ま
り
ま
す
。 

■
規
則
正
し
い
食
生
活
と
は 

 

食
事
は
一
日
三
食
と
し
、
毎

日
同
じ
時
間
帯
に
食
事
を
摂
る

よ
う
に
し
ま
す
。
毎
食
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
は
朝:

昼:

夜
を
３
：

４
：
３(

ま
た
は
３:

３:

４)

の

割
合
に
す
る
の
が
理
想
的
で
す
。

夕
食
の
量
が
多
か
っ
た
り
、
寝

る
二
時
間
前
の
食
事
は
肥
満
を

招
き
ま
す 

 

ま
た
、
食
事
と
食
事
の
間
隔

が
空
き
す
ぎ
て
し
ま
う
と
、
体

が
飢
餓
状
態
と
な
り
、
一
度
に

沢
山
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。
さ

ら
に
朝
食
を
抜
い
て
し
ま
う
と
、

体
は
代
謝
を
抑
え
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
し

ま
い
ま
す
。 

規

則

正

し

い

食

生

活

を

続

け
る
こ
と
で
以
下
の
効
果
が
あ

り
ま
す
。 

①
適
正
体
重
の
維
持 

②
健
康
の
維
持
増
進 

③
生
活
リ
ズ
ム
が
整
う 

④
腸
内
環
境
が
整
う(

便
秘
改

善)
 

⑤
自
律
神
経
の
乱
れ
を
防
ぐ 

⑥
気
持
ち
の
安
定 

■
何
を
ど
れ
だ
け
食
べ
れ
ば

よ
い
の
か 

 

体
内
で
の
栄
養
素
の
働
き
は

三
つ
あ
り
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」

に
な
る
炭
水
化
物
、
た
ん
ぱ
く

質

、

脂

質

、
「

体

を

構

成

す

る
」
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
質
、
ミ

ネ
ラ
ル
、
「
体
の
調
子
を
整
え

る
」
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
が

あ
り
ま
す
。 

 

 

「
何
を
ど
れ
だ
け
食
べ
れ
ば

よ
い
か
」
の
具
体
的
な
目
安
量

が
わ
か
る
ガ
イ
ド
と
し
て
厚
生

労
働
省
・
農
林
水
産
省
が
推
奨

す

る

「

食

事

バ

ラ

ン

ス

ガ

イ

ド
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

1

日
の
食
事
の
適
量
を
一
目
で
分

か
る
よ
う
に
し
、
食
事
を
主
食
、

副
菜
、
主
菜
、
牛
乳
・
乳
製
品
、

果
物
の
五
つ
に
区
分
し
て
い
ま

す
。
食
品
だ
け
で
は
な
く
、
具

体
的
に
料
理
メ
ニ
ュ
ー
を
提
示

し
て
い
ま
す
。 

主

食

は

ご

飯

、

パ

ン

、

麺

類
で
も
構
い
ま
せ
ん
。1

食
あ

た
り
一
～
二
つ
に
す
る
よ
う
に

し
ま
す
。
い
く
ら
主
食
の
五
～

七
つ
の
範
囲
内
で
も
、
一
食
で

主
食
中
心
の
食
事
は
バ
ラ
ン
ス

が
悪
い
だ
け
で
な
く
、
血
糖
値

が
上
昇
し
、
脂
肪
と
し
て
蓄
え

ら
れ
肥
満
に
つ
な
が
る
の
で
、

毎
食
同
じ
量
を
取
り
入
れ
る
よ

う
に
し
ま
す
。 

 

副
菜
は
サ
ラ
ダ
や
和
え
物
、

煮
物
、
炒
め
物
な
ど
毎
食
二
つ

を
目
安
に
取
り
入
れ
ま
す
。
朝

忙
し
い
と
き
は
、
副
菜
は
ゼ
ロ

に
せ
ず
、
一
〇
〇
％
の
野
菜
ジ

ュ
ー
ス
で
も
良
い
の
で
と
り
入

れ
ま
す
。
主
菜
は
肉
、
魚
、
大

豆
製
品
、
卵
を
一
日
の
中
で
万

遍
な
く
と
り
入
れ
ま
す
。
と
く

に
大
豆
製
品
と
魚
は
毎
日
取
り

入
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。 

 

牛
乳
・
乳
製
品
や
果
物
は
一

回
の
食
事
で
補
え
な
い
時
は
間

食
に
取
り
入
れ
る
と
、
食
事
だ

け
で
は
補
い
き
れ
な
い
カ
ル
シ

ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
補
え
ま

す
。 

 

【
参
考
資
料
】 
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No186 健康がいちばん !   

バランスの良い食事とは何か 

健康は規則正しい食生活から 

https://www.kracie.co.jp/soudanshitsu/qa/10114097_4569.html


    

ザ
イ
コ
ン
ジ
ャ
パ
ン(

東
京

都

文

京

区

湯

島

三

の

一

の

三 

Ｍ

Ｓ

ビ

ル

☎
 

0
3

-
5

8
0

7
-

0
2

1
0

)

は

、

P
a

n
t
h

e
r

 
U

V

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
技
術
の
バ
ー

ジ
ョ
ン

2
.0

と
新
し
い
ラ
ベ

ル
印
刷
機

2

機
種
、X

e
ik

o
n

 

P
X

3
3

0
0

と

X
e

ik
o

n
 

P
X

2
2

0
0

を
発
表
し
ま
し
た
。

X
e

ik
o

n

は
技
術
の
進
歩
に
伴 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 

           

   い
、
そ
の
広
範
な
製
品
群
を
進

化
し
続
け
て
い
ま
す
。
従
来
機

種
の

X
e

ik
o

n
 
P

X
3

0
0

0

と

X
e

ik
o

n
 

P
X

2
0

0
0

の

置

き

換
え
と
な
る
今
回
発
表
の
新
機

種
は
、
印
刷
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

た
め
に
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
サ

ー
ビ
ス
と
い
う
二
つ
の
分
野
で

さ
ら
に
進
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。 

               

     

    

こ
の

P
a

n
t
h

e
r

 
2

.0
 

シ
リ

ー
ズ
は
、
ラ
ベ
ル
印
刷
会
社
に

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
拡
大
と
い
う
新
し
い

機
会
も
も
た
ら
し
ま
す
。 

 

X
e

ik
o

n
 

の
新
し
い
堅
牢
な

基
材
処
理
技
術
に
は
、
新
た
な

ス
プ
ラ
イ
ス
テ
ー
ブ
ル
、
ウ
エ

ブ
検
出
機
能
、
硬
化
セ
ク
シ
ョ

ン
の
冷
却
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

デ
ザ
イ
ン
を
際
立
た
せ
る
た
め

の
高
品
質
不
透
明
ホ
ワ
イ
ト
を

必
要
と
す
る
ク
リ
ア
・
オ
ン
・

ク
リ
ア
素
材
を
含
む
広
範
な
基

材
を
利
用
し
て
品
質
の
高
い
ラ

ベ
ル
を
印
刷
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。 

両

機

種

と

も

に

、

白

イ

ン

ク
用
に

5

番
目
の
印
刷
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
追
加
搭
載
す
る
こ

と
が
で
き
、
ク
リ
ア
・
オ
ン
・

ク
リ
ア
に
加
え
て
、
塗
工
紙
、

ビ

ニ

ー

ル

、

P
P

、
P

E

、
P

E
T

、

特
殊

処
理

素
材

を
含

む
広
範
な
自
己
粘
着
ラ
ベ
ル
基

材
に
印
刷
す
る
こ
と
が
可
能
。 

P
X

2
2

0
0

と

P
X

3
3

0
0

は
、

専
用
の

P
a

n
t
h

e
r

C
u

r
e

 U
V

 

イ
ン
ク
の
利
点
を
活
用
し
て
、 

   

ブ
ラ
ン
ド
オ
ー
ナ
ー
が
要
求
す

る
、
高
い
耐
擦
過
性
を
持
ち
光

沢
度
が
高
く
耐
久
性
の
あ
る
ラ

ベ
ル
を
制
作
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

P
a

n
t
h

e
r

 
D

u
r

a
C

u
r

e
T

M
 

U
V

技
術
は
、
高
い
光
沢
効
果

と
最
高
レ
ベ
ル
の
色
域
を
実
現

し
、
工
業
、
化
学
、
家
庭
用
ラ

ベ
ル
か
ら
プ
レ
ミ
ア
ム
ビ
ー
ル
、

ス
ピ
リ
ッ
ツ
、
飲
料
、
健
康
＆

美
容
市
場
ま
で
、
多
種
多
様
な

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
優
れ
た

長
期
耐
久
性
を
提
供
し
ま
す
。  

ザ

イ

コ

ン

社

は

、

デ

ジ

タ

ル
印
刷
技
術
に
お
け
る
長
年
の

リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
イ
ノ
ベ
ー

タ
ー
で
す
。
ザ
イ
コ
ン
社
で
は
、

品
質
、
柔
軟
性
、
持
続
可
能
性

の
原
則
に
基
づ
い
て
、
ラ
ベ
ル

お
よ
び
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
印
刷
、
商
業
印
刷
向
け

の
ロ
ー
ル
給
紙
型
デ
ジ
タ
ル
カ

ラ
ー
印
刷
機
を
設
計
、
開
発
、

提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

印
刷
機
は
、
様
々
な
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
技
術
、
オ
ー
プ
ン
ワ
ー
ク

フ
ロ
ー
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
お
よ

び
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
固
有
の

消
耗
品
に
対
応
し
ま
す
。 

詳
細
は
左
記
ま
で
。 

In
fo
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o

m
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 w

w
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e
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o
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第
一
八
八
回 

「
ザ
イ
コ
ン
ジ
ャ
パ
ン
」 

 
 

な 

る 
 

ほ 

ど
・ 

ざ 

・ 

新 

製 

品 
Xeikon Panther 2.0 シリーズ 

Xeikon PX2200 と PX3300 

UV インクジェット印刷機新たな用途を  

 


